
 

第11回 

大阪社会福祉士学会 

  
開催要項 

  

2023年11月18日（土） 13:30～17:00（予定） 

場所  大阪府社会福祉会館 403号室他 

     住所：大阪市中央区谷町 7-4-15 

           

 

主催    （公社）大阪社会福祉士会 

後援    大阪府社会福祉協議会・大阪市社会福祉協議会・堺市社会

福祉協議会・大阪医療ソーシャルワーカー協会・大阪介護支

援専門員協会・大阪介護福祉士会・大阪精神保健福祉士協

会・大阪ソーシャルワーカー協会 

 

感染症の状況により、完全又は一部オンライン開催となる可能性があります。その際は

申し込みの皆様にメールでお知らせするとともに、本会ホームページでお知らせします。 

  



大会プログラム 

13:00 受付  

大阪府社会福祉会館 403号室 

13:30 開会あいさつ 

（公社）大阪社会福祉士会 会長 前川 阿紀子 

13:40 基調講演 

「これからのこども家庭福祉ソーシャルワークの方向性」 

久保樹里（日本福祉大学社会福祉学部・准教授）     
15:00 分科会 

登壇者等の詳細は、確定次第、当会ホームページ等で更新してまいります。 

第１分科会 自由研究・実践報告発表 

第２分科会 こども家庭福祉プロジェクト企画 

第３分科会 自主企画シンポジウム 

※終了時刻は、最大 17:00（分科会によっては、それまでに終了の場合あり） 

 

参加申し込みについて 

・参加ご希望の方は、Google フォーム（https://forms.gle/q6Y26jVCUk4wHtQm7）で 

１１月１０日（金）までにお申し込みください。右のＱＲコードからも申し込みできま 

す。参加費のお振込みも１１月１０日（金）までにお願いします。 

・学会の抄録集（資料）については、当日の現物のお渡しかデータ提供かお選び頂いて

おります。データ希望の方は、前日までに登録の宛先にお送りいたします。 

・自由研究発表を希望される方は、同封しております自由研究発表 発表要領をご確

認ください。 

・学会の録音録画は、禁止させていただいております。 

 

会場アクセス 

地下鉄谷町線・長堀鶴見緑地線「谷町六丁目」駅 

４番出口（谷町筋を南に 280m）  

谷町７丁目交差点を西に入る。 

 

 

 



基 調 講 演 

「これからのこども家庭福祉ソーシャルワークの方向性」 

久保樹里（日本福祉大学社会福祉学部・准教授） 

 

【講師プロフィール】 

社会福祉士、公認心理師。大阪市こども相談センターに長年勤務した後、大阪歯科大学講師、

花園大学准教授などを経て、2023 年より現職。児童相談所、市町村、施設のアドバイザー

や研修講師として活動。子ども家庭福祉の認定資格の取得に係る研修等に関する検討会構

成員などを務める。主な著書として『子ども虐待を防ぐ養育者支援』（共著、岩崎学術出版

社、2022年）、『日本の児童相談所』（共編著、明石書店、2022年）など。 

【講演の概要】 

令和 5年 4月に発足したこども家庭庁は、こどもの権利を保障し、こどもを誰一人取り残さず、健

やかな成長を社会全体で後押しする「こどもまんなか社会」を目指すことをスローガンとしている。とど

まらない少子化、増え続ける児童虐待、貧困問題、ヤングケアラーなど近年のこども家庭福祉分野

の課題は多岐に渡る。これらの課題に対応すべく、さまざまな政策が打ち出されてきており、変化が

著しい。こども家庭福祉分野におけるこれからのソーシャルワークが果たす役割・方向性について考

えてみたい。 

 

第１分科会 実践報告会・自由研究発表 

自由研究発表など、現在公募中です。 

発表者確定後、本会ホームページで公示し、お知らせいたします。 

 

 

 

第２分科会 子ども家庭福祉プロジェクト企画 

※テーマ・登壇者等、確定次第、本会ホームページで公示し、 

お知らせいたします。 
 

 

 

 

 



第３分科会 自主企画シンポジウム 

「コロナ禍の地域活動の実践とｗｉｔｈコロナの地域活動を考える」 
【シンポジスト】 

・金本 沙也佳氏（大正区北部地域包括支援センター） 

・廣瀬 英理子氏（吹田市 南吹田地域包括支援センター） 

他調整中 

【コーディネーター】 

梅谷 進康氏（桃山学院大学 社会学部 ソーシャルデザイン学科） 

【シンポジウム趣旨】 

新型コロナウイルス感染症による脅威は、緊急事態宣言等の発令などにより地域活動の自粛

や停滞と大きな影響を受け、多くの社会福祉士が試行錯誤しながらコロナ禍での地域活動に取

り組んできたところだと思います。新型コロナ自体は現時点でも完全に収束しておりませんが、各

地域での地域活動はコロナ感染症の類型が変更したことで徐々に再開されております。今回の

シンポジウムでは、コロナ禍の地域活動や支援の取り組み・活動によって見えてきた課題、ｗｉｔｈ

コロナの地域活動など実践をシンポジストから発表いただきます。実践内容を共有し、地域のな

かで社会福祉士に求められる期待や役割、その専門性について皆さんと考えていきたいです。 

 

参加費 

・都道府県社会福祉士会会員・後援各団体に属する会員 2,000 円 

・一般（その他：上記以外） 3,000円、学生 500 円（就業・非就業問わず）  

 

振込先  郵便振替口座（番号）００９３０－２－２５４２１５ 

銀行振込 ゆうちょ銀行 〇九九（ｾﾞﾛｷｭｳｷｭｳ）店 当座預金 ０２５４２１５ 

口座名  公益社団法人大阪社会福祉士会 

シャ)オオサカシャカイフクシシカイ 

       お振込みの際、申込者の氏名でお振込みをお願い申し上げます。 

 

【お問い合わせ先】 

大阪社会福祉士会 事務局 TEL：06-4304-2772 

          メールアドレス：res.oacsw@gmail.com 


